
囲碁サークルの活動報告 

代表幹事 松本 築 

１． 旬間賞 

① 春季（4～6月）旬間賞は東松宏さんが獲得されました。 

氏は寿会囲碁サークル歴も長く、その割には『「賞」とつくものに縁がない』が口癖で

したが今回晴れの受賞となりました。 

② 夏季（7～9月）旬間賞は池田 裕さんでした。 

氏は囲碁サークル内トップクラスの棋力で、会報でも度々紹介されているベテランです。 

尚、忽戸英浦さんは抜群の勝率でしたが、対局数不足の為受賞できませんでした。 

③ 秋季 （１０～１２月） 旬間賞は高橋聡一さんでした。 

氏はこの３ヶ月絶好調で、過去例がない程の勝ち越し点(１１点)を達成されました。 

２． 秋季囲碁大会 

秋季恒例の合同囲碁大会は 10月 30日（日）に 20名の参加があり、和気あいあいの中、 

A・B 2組に分かれて日頃鍛錬の成果を競いました。 

  参加者は次の通りです。 （敬称略）・（）内は持点数  

① 忽戸 英浦（279）② 池田 裕（253）③ 今井能富史郎（246）④ 新谷 則雄（243） 

⑤ 岡田 曉（235）⑥川崎 育夫（225）⑦川崎三木男（215）⑧ 高橋 聡一（208） 

⑨ 岡部 幸夫（195）⑩伊藤 孝（190）⑪松本 築（186）⑫根井 淳 （181） 

⑬ 松尾 浩昭（175）⑭高橋 廣（174）⑮山本三樹夫（170）⑯春日 昌広（165） 

⑰ 橋本 呈次（138）⑱三木 吉弘（130）⑲山内 浩司（117）⑳吉田 親司（113） 

入賞者は次の通り 

               

Ａ組優勝 池田さん   Ａ組準優勝 忽戸さん   Ａ組敢闘賞 今井さん 

             

    Ｂ組優勝 伊藤さん       Ｂ組準優勝 松尾さん    Ｂ組敢闘賞 岡部さん 

今大会 B組の入賞者は春季大会と全く同じ結果となりました。 

齢を重ねると棋力を維持することが難しい中で、確実に棋力をアップされている方には、

来年からランクアップを考慮する事に致しました。  



 

秋季大会参加者全員  

 

３．日本棋院プロ棋士・山本７段との対決 

毎年恒例の日本棋院プロ棋士山本正人７段による指導碁会(多面打)を 11月 25日に開催しました。 

当日の参加者（敬称略）は次の通りです。()内はハンデ 

池田 裕(３子), 今井能富四郎(３子)、岡田 曉(３子), 新谷 則雄(３子), 定籐 常蔵(４子)、

川崎 育夫(５子),東松 宏(６子)、山本三樹夫(８子), 橋本 呈次(８子)、 

成績は昨年の定籐氏に続き今回は橋本氏が見事５目勝ちを果たしました。氏はこの半年程、定例

会の成績がイマイチの様子でしたが、これを契機に来年の活躍が期待されます。 

対局後は参加者全員に対しにプロからそれぞれの手どころについて丁寧な解説・指導があり大変

有意義な一日となりました。 

  

前列中央山本プロと指導碁会参加者全員                  見事勝利の橋本さん 



４． 平成２８年打ち上げ式(納会) 

例会の囲碁センターに於いて、平成２８年１２月２３日に次の通り、行われました。 

例会対局  １１：００～１３：００  

懇親会   １３：００～１５：００ 

例会対局  １５：００～１７：００ 

＊最後の対局を終え、今年平成２８年の結果が確定いたしました。 

(年間の結果) 

平成２８年例会実績 昇降点ランク 

    一位 定藤常蔵     ８点       二位 根井淳      ７点 

平成２８年例会実績 出席回数 

    一位 新谷則雄    ４８回   一位 山本三樹夫  ４８回    三位山内浩司 ４７回 

表彰式は、新年の１月６日(金)の定例会で行なわれます。 

 

以上 


